
自然史オープンセミナー・シンポジウム 

ゴケグモ類の現状と問題 
 

 1995年に大阪市立自然史博物館友の会会員により大阪府南部で発見されたセアカゴケグモは、

その後分布を徐々に拡げ、2013 年 1 月現在で全国の 24 府県で記録されています。関西地方に

おける分布拡大と密度増加に伴い、咬傷事例も増加しています。また、クロゴケグモ、ハイイロゴ

ケグモなど他のゴケグモ類も発見されていて、合計５種の生息が確認されています。これらゴケグ

モ類の分布拡大と毒性については、あまり注目されておらず、安易な楽観論や間違った情報も流れ

ています。 

 このセミナー・シンポジウムでは、日本列島におけるゴケグモ類の分布や毒性などの現状を総括

して、問題点を洗い出し、今後の対策に生かす方法を皆で考えます。 

 

日 時：2013年５月１８日（土）午後１～５時 
場 所：大阪市立自然史博物館 講堂 
(大阪市東住吉区長居公園1-23 TEL 06-6697-6221) 

対 象：どなたでも参加できます。 
定 員：150名（先着順） 
問合せ：自然史博物館昆虫研究室の金沢まで 
申込み：申込みは不要です。直接会場へお越しください。 
参加費：無料（ただし、博物館入館料が必要） 
主 催：大阪市立自然史博物館、関西クモ研究会、 

大阪市立自然史博物館友の会 
後 援：日本昆虫学会、日本環境動物昆虫学会 
 
 
【内容】（予定） 
13:00～ 「ゴケグモ類とはどのようなクモか」 

西川喜朗（追手門学院大学 名誉教授） 
13:25～ 「セアカゴケグモの発見と咬傷分析」 

      金沢 至（大阪市立自然史博物館） 
13:50～ 「セアカゴケグモの毒性」 

      杉本 央（大阪大学 医学部 教授） 
14:15～ 「自然毒としてのゴケグモ類などの毒」 

      乾 公正（日本毒性学会 認定トキシコロジスト） 
14:50～ 「行政の内側から見たセアカゴケグモ騒動」 

      冨永 修（四条畷保健所） 
15:15～ 「ゴケグモ類の分布拡大と波紋」 

清水裕行（大阪市立自然史博物館 外来研究員） 
15:40～ 「ゴケグモ類に対する厚生労働省の対策」 

小林睦生（国立感染症研究所 前昆虫医科学部長） 
16:15～  総合討論 

セアカゴケグモの若いメス。 

毒グモ騒動で新聞報道されたもの 


